
5年 配当時間
12時間くらしを支える情報② 学習指導要領

  内容（4）

1.単元の目標と単元構成

目
　
　
標

・放送や新聞などの情報産業や，情報化した社会の様子と国民生活のかかわり

　について，意欲的に調べることができるようにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・情報化の進展が，産業と国民生活にどのような影響を与えているかを考えた

　り，情報の有効な活用について考えたりすることができるようにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・放送や新聞などの情報産業について調査したり，情報化の進展について資料

　や図表などの資料を活用したりして調べ，それらと国民生活との関連を整理

　してまとめることができるようにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・情報通信の発達によって時間的制約や空間的制約が緩和され，利便性が高ま

　ったことは，社会にどのような影響を与えているかを，よさと問題点の両面

　から理解させる。　　　　　　　　　　

(1)くらしのなかの情報

　　【受信】（３時間）

①私たちはどのようにし

　て情報を手に入れてい

　るのだろう

②大人はどのようにして

　情報を手に入れている

　のだろう

③どうして，大人はニュー

　スが気になるのだろう

(2)情報を伝える産業

　　【発信】（３時間）

①②ニュースはどのよ

　うにしてつくられて

　いるのだろう

③同じニュースなのに，

　どうして伝える内容

　が違うのだろう

(3)インターネットの力【進展】

　（総合的な学習 ５時間）

①インターネットでは，どんな

　ことができるのだろう

②メールやチャットを体験しよう

③どうしてインターネットでの

　やりとりは楽しく感じるのだ

　ろう

④⑤携帯電話会社の方に聞いて

　みよう

(4)　情報を生かす【活用】　

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６時間）

①情報を活用している産業を調べよう

②「救急車たらい回し」とはどんな問題なのだろう

③救急患者を全て受け入れている病院を調べよう

④⑤患者と病院をつなぐ「夢のサイト」をつくろう

⑥「情報化と生活」について感想文を書こう





３．展開例

つ
か
む

過
程 ねらい 主な学習活動と内容 □留意点  ●学習資料  〈　〉評価

◆情報が生活や生
　命を支えている
　事例を想起する。
　　　　　　　(1)

◆救急車に乗って
　も受け入れてく
　れる病院がなけ
　れば，助からな
　い場合があるこ
　とを知る。　(1)

①避難訓練を話題に挙げ，
　緊急時に静かに行動し
　なければならない理由
　を考え，情報の伝達が
　命や生活に関わる事例
　について話し合う。

②「救急車たらい回し」
　の新聞記事を読み，救
　急患者の病院での受け
　入れが困難になってい
　るという社会問題につ
　いて話し合う。

□地震や火事など緊急時に，情
　報が伝わるか否かで，どのよ
　うに結果が変わるのかを具体
　的に考えさせるため，「危険
　箇所」「地震情報」などの具
　体的な情報の内容を示し，こ
　れらの情報が伝わらなかった
　場合について考えさせる。
□阪神・淡路大震災の際，避難
　した住民がマンションの扉に
　転居先や安否を知人に知らせ
　る貼り紙を残した事例を紹介
　し，緊急時はどんな情報が重
　要かを考えさせる。
●避難訓練時の写真
●阪神・淡路大震災時の写真
□「たらい回し」とは，実際は
　救急患者の受け入れが困難で
　あるということを補説する。
□「救急患者の受け入れが困難
　なのは，仕方がない」に対し
　て「そう思う」「どちらかとい
　うとそう思う」「どちらかとい
　うとそう思わない」「そう思わ
　ない」の立場のいずれかにネ
　ーム磁石を貼らせる。
●「救急車たらい回し」の記事
〈緊急時には情報が重要であるこ
　とから，医療と情報の関係につ
　いて関心を高めている〉
　【関・意・態】

（４）情報を生かす（６時間）

小単元の目標　救急患者を全て受け入れている高知県Ｈ病院の取り組みを調べ，患者や病

院が知りたい情報，知らせたい情報を挙げ，「夢のサイト」として，情報の流れを図にまと

めさせる。そして，この図を手がかりに，受け入れのための協力体制が確立している理由

を考え，情報ネットワークの構築と関係づけて説明することができるようにする。さらに，

情報化の進展が医師の負担軽減につながるかどうかを「夢のサイト」をもとに吟味し，情

報化の進展と国民生活への影響について，よさと問題点の両面から整理させる。

「ベッドがない」「対応する専門医がいない」という理由で，
 病院が救急患者を断るのは仕方ないのだろうか。



調
べ
る

ま
と
め
る

◆高知県Ｈ病院
　の取り組みを
　調べ，救急患
　者を受け入れ
　られる理由を
　まとめる。
　　　　　(1) 

 

◆情報ネットワ
　ークがつなが
　ることで，協
　力しやすい体
　制ができるこ
　とに気づく。
　　　　　(2)

◆学習を振り返
　りながら情報
　の進展による
　生活への影響
　をまとめる。
　　　　　(1) 

③救急患者を全て受け入
　れている高知県Ｈ病院
　の取り組みを予想し，
　インタビュービデオ等
　で確かめる。
・地域の病院との連携
・救急救命士との連携
・看護師との連携
・施設，設備の充実

④⑤地域の病院が協力で
　きるよう様々な立場か
　ら「知りたい情報」「知
　らせたい情報」を整理
　し，「夢のサイト」（情
　報の流れ図）として表
　現し，クラス内で互い
　に見せ合う。
・患者の立場から
・救急救命士の立場から
・病院の立場から

⑥実際にある医療ネット
　ワークと比較し，情報
　の進展が生活へどのよ
　うに影響するのかを話
　し合い，「情報化と生
　活」について感想を書
　く。

□355床，医師52人のＨ病院が毎月150
　名以上の入院患者を受け入れている
　事実から「なぜ，受け入れられるの
　か」という学習問題をたてる。
□取り組みを調べた後，救急患者を全
　て受け入れている病院があるのだか
　ら，病院は救急患者を受け入れる努
　力をすべきだ，という意見に傾くと
　考えられる。そこで，同病院では平
　成21年度に，８名の医師が辞めた事
　実を知らせ，受け入れ続けるには，医
　師の負担軽減が必要であることに気
　づかせる。
●宿毛市の地図と地域の病院の分布図
●グループで作成する情報の流れ図
（「夢のサイト」）
●月別のＨ病院の入院者数の推移グラフ
●Ｈ病院のインタビュービデオ
□119番通報から病院到着までの流れ  
（①119番通報に約１分，②救急車出
　動から到着まで約７分，③現場の状
　況確認に約３分，④病院を探すのに
　１つの病院につき約３分，⑤病院ま
　で運ぶのに約５分かかる）を視覚化
　し，④病院を探す時間を短縮すれば
　よいことに気づかせる。
□知りたい情報や知らせたい情報を付
　箋紙に書き，グループで作った情報
　の流れ図に貼り付け，「夢のサイト」
　を作らせる。
□「夢のサイト」を互いに批評する中
　で，個人情報など知らせたくない情
　報もあることに気づかせる。
〈Ｈ病院の取り組みを調べ，協力しや
　すい体制のための情報ネットワーク
　のしくみを具体的に考え，表現して
　いる〉【思・判・表】
□実際にある医療ネットワークを紹介
　し，「夢のサイト」と比較させる。
　実際には関係者のみが閲覧できるサ
　イトもあることを紹介し，個人情報
　保護の配慮について補説する。
〈情報の発信，受信，活用について，
　よさと問題点を考え，整理して表現
　している〉【思・判・表】
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